
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（1月1日現在）●人口210,588人（男105,396人・女105,192人）●世帯数 78,037戸 
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1月13日、「成人式」が文化会館で盛大に開催され、華やかな振り袖姿や粋なはかま姿の新成人が新たな門出を祝いま
した。式典では、成人式実行委員会の岩木会長が、新成人を代表して社会への感謝を表していました。 
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　良好な景観の形成について必要な事項などを定める
ことにより、潤いのある豊かな生活環境の創造および
地域社会の健全な発展に寄与することを目的とした条
例です。4月1日から、一定規模を超える建築物の建築
や工作物の建設を行う場合には、景観担当課への事前
相談や届け出が必要になります。 
　本市では、県景観条例に基づく大規模行為の届け出
の必要はなくなります。 
 
事前相談から行為の着手までの流れ 

事 前 相 談  
 
 
計画変更が可能な時期に、景観への配慮事
項を相談してください。 

届　け　出 

適合 

許可 

許可期間の満了 

不 
適合 

 
 
行為に着手する30日前までに行ってくだ
さい。 

是　正 
 
 
再度届け出を行うため、設計変更
を行ってください。 

行為の着手 
 
 

行為の着手制限が解除され、行為に着手できます。 

許可基準に基づいて審査します。 

景観計画に基づいて審査します。 

適合通知書を
交付します。 

是正されない場合
には、勧告・公表・変
更命令をする場合
があります。 
 

　屋外広告物の表示に必要な規制などを行うことによ
り、良好な景観を形成し、風致を維持し、公衆に対す
る危害を防止することを目的とした条例です。4月1日
から、屋外広告物の表示などを行う場合には、景観担
当課への許可申請や手数料の納付が必要になります。 
　本市では、屋外広告業の登録を除き、県屋外広告物
条例に基づく許可申請や手数料の納付の必要はなくな
ります。 
 

許可申請から撤去までの流れ 

許 可 申 請  
 
 
設置する地域や広告物の種類によって、基
準が決められています。 

手 数 料 の 納 付  
 
 
広告物に応じて手数料条例に定められてい
る金額を納めてください。 

広 告 物 の 設 置  
 
 
変更が生じた場合は、変更の申請をしてく
ださい。 

撤　去 
 
 
許可期間が満了したとき、設置の必要がなくなったとき
は、速やかに取り除いてください。 

広告物の種類によって、 
許可期間が決められています。 

継
続
し
て
表
示
す
る
場
合
は
、再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

2

【景観まちづくり条例・屋外広告物条例の説明会を開催します】 

清掃リサイクル 
　　　センター21

午前10時～11時30分 
2月27日（水） 

景観まちづくり条例 

屋外広告物条例（県屋外広告物条例改正を含みます） 

期　　日 会　　場 時　　間 内　　　　容 

午後2時～4時 

※事前の申し込みは不要です 

 



　景観計画は、市民・事業者・行政の協働による景観まちづくりを進めていくための基本的な計画です。景観まちづく
りの目標や目標達成の視点、景観形成方針を定めるとともに、建築物や工作物の行為の制限などを定めています。 

上
毛
三
山
の
眺
望
と
豊
か
な
水
・ 

　
　
緑
を
い
か
し
た
定
住
文
化
都
市
・
い
せ
さ
き 

目　標 目標達成の3つの視点 

 
 
 
 
20万市民の暮らしを大事にし、まちの「顔」
を引き立てる、魅力ある景観まちづくりを進
めます。 

県央都市にふさわしい 

魅力づくり 

景観形成方針 

 
 

山並みと水と緑の美しい風景を
守り、歴史と文化を継承し、居
心地の良い生活空間を創造しま
す。 

共 　 通 　 方 　 針  

 
 

市の景観を形成する重要な要素を土
地利用（面）・軸（線）・拠点（点）
に整理して、それぞれの方針を定め
ています。 

構　造　別　方　針 

 
 

地域特性をいかした取り組みの方向
性を示すため、市内を7つの地域に
区分して、それぞれの方針を定めて
います。 

地　域　別　方　針  
 
 
 
目標を共有し、市民・事業者・行政の協働
による景観まちづくりを進めます。 

市民協働による 

景観まちづくり 

 
 
 
 
自然、歴史・文化的景観資源などをいかし、
個性と一体性を伸ばす景観まちづくりを進
めます。 

伊勢崎の 

一体性と個性づくり 
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本市は、平成17年5月9日に県内初の景観行政団体※となり、平成
19年3月1日に市民・事業者・行政が協働による景観まちづくりを進
めるための基本的な計画「美しいせさき景観計画」を策定しました。
この計画を受け、景観計画を施行するために必要な事項などを定め

る「景観まちづくり条例」、「屋外広告物条例」を制定しました。今後
は、協働による景観まちづくりをより積極的に推進していきます。
また、4月1日からは、景観計画や条例に基づく届け出・許可制度

が始まります。
※景観行政団体とは、景観法に基づき、地域の特性に応じた景観を守る取り組み

などのさまざまな施策を独自に行うことができる地方公共団体のことです

問い合わせ 都市計画課（内線2436）
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期　間 2月18日（月）から3月17日（月）まで

市・県民税の申告は市役所または各支所

で、所得税の確定申告は文化会館で受け付け

ます。前年の1月1日から12月31日までの1

年間に得た自分のすべての所得について、必

ず期間内に申告するようにしましょう。

申告期間の終了間際は大変混雑しますの

で、お早めにお出かけください

問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
（
内
線
2
2
3
1
）
ま
た
は
各
支
所
税
務
課

期
日
・
時
間
・
会
場

６
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り

用
意
す
る
物

①
　
市
・
県
民
税
申
告
書

②
　
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

③

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

（
原
票
）

④

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票（
原

票
）

⑤

事
業
所
得（
営
業
等
・
農
業
）

や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
根

拠
と
な
る
帳
簿
類
や
領
収
書
な

ど
（
収
入
・
経
費
な
ど
は
あ
ら

か
じ
め
項
目
ご
と
に
計
算
し
、

申
告
書
裏
面
の
収
支
計
算
欄
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①

所
得
税
が
発
生
し
な
い
た
め
、

所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
な

人
で
、
事
業
所
得
（
営
業
等
・

農
業
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人

②

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給

与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

③

公
共
事
業
な
ど
の
収
用
に
よ

り
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産

を
譲
渡
し
た
人
（
特
別
控
除
適

用
）

※
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
所

得
証
明
書
な
ど
が
発
行
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
が

高
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

※
申
告
書
は
、
各
会
場
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
使
い
く

だ
さ
い

●
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

●
平
成
19
年
中
の
所
得
が
な
く
、

ほ
か
の
所
得
者
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
人

※
所
得
が
な
い
人
（
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
の
受
給
者
な
ど
を
含
む
）

で
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
申

告
を
す
る
こ
と
で
市
・
県
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

●
昭
和
18
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
年
金
収
入
が
１
４

８
万
円
以
下
で
源
泉
徴
収
税
額
が

０
円
の
人

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額

控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
時
に
は
必
ず
控
除
証
明
書

（
は
が
き
）
ま
た
は
領
収
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
控
除
証

明
書
な
ど
の
資
料
が
な
い
場
合
は
、

前
橋
社
会
保
険
事
務
所
（
蕁
０
２

７
―
２
３
１
―
１
７
０
５
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
申
告
書
の
「
氏
名
」
欄
に

押
印
し
、「
電
話
」
欄
に
昼
間
連

絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
　
市
役
所

市
民
税
課

申
告
日
と
会
場

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
不
要
な
人

申
告
書
の
郵
送
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

▲ 昨年の申告会場の様子
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市・県民税、所得税の申告はお早めに

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
崎
税
務
署
（
蕁
（25）
3
2
1
3
）

①

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が

送
付
さ
れ
た
人

※
次
の
②
、
③
お
よ
び
「
税
金
が

戻
る
場
合
」
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
だ
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

②

事
業
所
得（
営
業
等
・
農
業
）、

不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
り
、
平
成
19
年
分
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
た
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
（
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）

の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
人
や
土
地
・
建

物
を
貸
し
て
い
る
人
、
土
地
・
建

物
な
ど
を
売
っ
た
人
な
ど
が
該
当

し
ま
す

③

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す

る
人

●
平
成
19
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る

人●
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を
超

え
る
所
得
が
あ
る
人

●
２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人
で
、
源
泉
所

得
税
の
精
算
が
済
ん
で
な
い
人

●
平
成
19
年
の
途
中
で
事
業
所
を

退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い
人

給
与
な
ど
か
ら
所
得
税
の
源
泉

徴
収
を
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
住
宅
（
増
改
築
な
ど
を
含
む
）

を
ロ
ー
ン
に
よ
り
取
得
し
た
人

●
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
人

●
平
成
19
年
の
途
中
で
退
職
し
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

（
支
払
額
が
年
間
10
万
円
ま
た
は

所
得
の
５
％
を
超
え
る
場
合
）

●
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な
ど

に
寄
付
を
し
た
人
（
学
校
の
入
学

に
関
す
る
も
の
は
除
く
）

用
意
す
る
物

公
的
年
金
や
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
票
）、
印

鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）、
預

貯
金
通
帳
、
領
収
書
な
ど

※
還
付
の
場
合
は
金
融
機
関
の
口

座
振
込
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
や
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
考
に
作
成
し
、

早
め
に
郵
送
や
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
６
８
６

鹿
島
町
５
６
２
―
１
　
伊
勢
崎
税

務
署

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp
/

白
色
申
告
の
人
で
、
事
業
所
得

（
営
業
等
・
農
業
）
や
不
動
産
所

得
が
あ
る
人
は
、
収
入
や
経
費
の

内
容
を
「
収
支
内
訳
書
」
に
記
入

し
、
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
根
拠
と
な
る
帳
簿
類

や
領
収
書
な
ど
は
、
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
が
あ
る
人
で
、
固
定
資
産
税
額

を
控
除
す
る
場
合
は
、
税
額
の
分

か
る
書
類
（
納
付
書
・
税
額
計
算

書
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

税
金
が
戻
る
場
合

収
支
内
訳
書
を
添
付

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

提
出
は
税
務
署
へ

文化会館で受け付けます 
所得税などの確定申告は 

無料相談  
税理士会の 問い合わせ 

　伊勢崎税務署 
　（蕁25－3213） 

会場・期間

●文化会館＝2月4日（月）から3月13日（木）まで

※土・日・祝日および2月12日（火）は除きます

●伊勢崎税務署＝3月18日（火）から3月24日（月）まで

※土・日・祝日は除きます

時間 午前9時～午後4時

【税理士事務所でも無料相談を行っています】
※相談の内容によっては有料になる場合があります

期日・内容

●2月15日（金）＝還付申告の相談

●2月25日（月）＝確定申告の相談

時間 午前10時～午後4時

会場 各税理士事務所

期日・内容　
●2月4日（月）から3月17日（月）まで＝所
得税の還付・贈与税の申告
●2月18日（月）から3月17日（月）まで＝
所得税・個人事業者の消費税の申告
※土・日・祝日、2月12日（火）は除きます
※2月4日から3月17日までは、伊勢崎税務
署での申告相談は行っていません
時間 午前9時～午後4時
問い合わせ 伊勢崎税務署（蕁25－3213）
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市・県民税申告の受付日程　（受付時間　午前9時～11時、午後1時～4時） 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

 2月18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

3月 3日 

4日 

5日 

6日 

7日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

17日 

 （月） 

（火） 

 （水） 

 （木） 

 （金） 

（月） 

 （火） 

 （水） 

（木） 

 （金） 

 （月） 

 （火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

市役所本庁本館 

（5階第１会議室） 

赤堀支所 

（2階大会議室） 

あずま支所 

（2階大会議室） 

境支所 

（会議用庁舎大会議室1） 期日 

会場 

曲輪、大手、平和、本、中央 

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原  

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂 

今泉一丁目・二丁目、東本、粕川 

三和、本関、鹿島、日乃出 

上植木本、豊城 

上諏訪、昭和 

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南 

北千木、南千木、茂呂一丁目・二丁目 

稲荷、宮子  

新栄、連取本、連取元 

連取 

安堀、太田  

波志江 

田中島、田中、東上之宮、西上之宮、宮古 

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚 

今井、山王  

福島、八斗島、除ケ 

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚 

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒 

全地区 

緑、三光、若葉、喜多、宗高、柳原  

曲輪、大手、平和、本、中央 

今泉一丁目・二丁目、東本、粕川 

寿、西田、華蔵寺、堤西、堤下、八幡、末広、乾、上泉、八坂 

上植木本、豊城 

三和、本関、鹿島、日乃出 

宮前、下植木、美茂呂、ひろせ、茂呂南 

上諏訪、昭和 

稲荷、宮子  

北千木、南千木、茂呂一丁目・二丁目 

連取 

新栄、連取本、連取元 

波志江 

安堀、太田  

韮塚、阿弥大寺、堀口、中、柴、戸谷塚 

田中島、田中、東上之宮、西上之宮、宮古 

福島、八斗島、除ケ 

今井、山王  

長沼、上蓮、下蓮、国領、飯島、羽黒 

大正寺、富塚、下道寺、馬見塚 

西久保町一丁目区 

西久保町二丁目区 

西久保町三丁目区 

曲沢町区 

曲沢町区 

赤堀鹿島町区 

間野谷町区 

磯町区、西野町区 

香林町一丁目区 

香林町二丁目区、五目牛町区 

野町区 

堀下町区 

赤堀今井町一丁目区 

赤堀今井町二丁目区 

赤堀今井町二丁目区 

下触町区 

市場町一丁目区 

 

市場町二丁目区 

 

全地区 

西久保町一丁目区 

西久保町二丁目区 

西久保町三丁目区 

曲沢町区 

曲沢町区 

赤堀鹿島町区 

間野谷町区 

磯町区、西野町区 

香林町一丁目区 

香林町二丁目区、五目牛町区 

野町区 

堀下町区 

赤堀今井町一丁目区 

赤堀今井町二丁目区 

赤堀今井町二丁目区 

下触町区 

市場町一丁目区 

 

市場町二丁目区 

下谷区 

小泉町区、平井町区 

新町区 

下代区、八寸町区 

東町区 

下区、上田町区 

向原区 

三室町区 

田部井上区 

田部井下区 

西小保方町区 

東国定上区、東国定下区 

下谷区 

西国定上区、西国定下区 

新町区 

小泉町区、平井町区 

東町区 

下代区、八寸町区 

向原区 

下区、上田町区 

全地区 

田部井上区 

三室町区 

西小保方町区 

田部井下区 

下谷区 

東国定上区、東国定下区 

新町区 

西国定上区、西国定下区 

東町区 

小泉町区、平井町区 

向原区 

下代区、八寸町区 

田部井上区 

下区、上田町区 

西小保方町区 

三室町区 

東国定上区、東国定下区 

田部井下区 

西国定上区 

西国定下区 

南町区、境仲町区、上町区 

境東町区、諏訪町区、元町区 

萩原町区、清水町区 

美原区、百々東区、境新栄区 

伊与久1区 

伊与久2区 

伊与久3区 

木島区、百々区 

下渕名6区 

下渕名7区、東新井区 

上武士区 

上渕名区 

保泉区、保泉一丁目区 

下武士西区 

下武士東区 

新地区、立作区、新野新田区、中島区 

小此木区、北向区、西島前河原区 

栄町区、平塚区 

三ツ木区、西今井区、上矢島区 

女塚区、南米岡区、北米岡区 

全地区 

南町区、境仲町区、上町区 

境東町区、諏訪町区、元町区 

荻原町区、清水町区 

美原区、百々東区、境新栄区 

伊与久1区 

伊与久2区 

伊与久3区 

木島区、百々区 

下渕名6区 

下渕名7区、東新井区 

上武士区 

上渕名区 

保泉区、保泉一丁目区 

下武士西区 

下武士東区 

新地区、立作区、新野新田区、中島区 

小此木区、北向区、西島前河原区 

栄町区、平塚区 

三ツ木区、西今井区、上矢島区 

女塚区、南米岡区、北米岡区 

市・県民税、所得税の申告はお早めに



時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

※
受
け
付
け
は
午
後
２
時
ま
で

●
各
種
健
康
相
談

健
康
全
般
、
薬
、
結
核
・
エ
イ

ズ
、
禁
煙
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

１
月
16
日
号
の
広
報
い
せ
さ
き

で
募
集
し
た
健
康
川
柳
を
展
示
し

ま
す
。
来
場
者
の
投
票
に
よ
り
、

腹
囲
・
血
圧
・
体
脂
肪
・
血
糖

値
・
骨
密
度
・
血
管
老
化
度
・
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
値
の
測
定
を
し
ま
す
。

簡
単
な
筋
ト
レ
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
西
部
公
園
周

辺
（
約
４
km
）
を
歩
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
開
始

※
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

※
雨
天
中
止

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、２
月
29
日（
金
）

ま
で
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
し
込
み
用
紙
は
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

※
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（

（21）
８
９

９
５
）
へ

●
歯
科
検
診
・
歯
科
相
談

歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
相
談
、
出
血
傾
向

チ
ェ
ッ
ク
、
そ
し
ゃ
く
力
判
定
を

行
い
ま
す
。

7

▲ 口の状態をチェック

優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
は
、
２
月
15
日
（
金
）
ま
で

食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
根
菜
汁

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
開
始

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

関
係
団
体
が
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
・

ク
ッ
キ
ー
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
開
始

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

生
活
習
慣
病
予
防
の
パ
ネ
ル
や

食
品
サ
ン
プ
ル
（
カ
ロ
リ
ー
表
示

あ
り
）
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

健
康
推
進
員
・
食
生
活
改
善
推
進

員
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

健
康
に
な
っ
ち
ゃ
う
コ
ー
ナ
ー

健
康
川
柳
コ
ー
ナ
ー

試
食
コ
ー
ナ
ー

販
売
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

毎月第１日曜日は、「健康の日」です。3月の健康の日には健康

まつりを開催します。この機会に体の状態をチェックし、メタボ

リックシンドロームや生活習慣病の予防に取り組んでみませんか。

問い合わせ
健康管理センター（蕁23－6675）
赤堀健康福祉センター（蕁20－2210）
あずま保健センター（蕁62－9918）
境保健センター（蕁74－1363）

●作って遊ぼう　
折り紙をしたり、おもち

ゃを作ったりして遊びます。
時間 午前9時30分～正午

●ふれあい遊び
ギターのおにいさんと一

緒に親子で歌って遊びます。
時間 午後１時30分～2時
30分

期日 ３月２日（日）
時間 午前９時30分～

午後３時
会場 健康管理センター
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基本料金（2か月分） 水量料金 （税抜き） 

（税込み） 

※算出した合計額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てます 

平均的な世帯（口径13mmで2か月に40裙使用）の比較表 
 

現在の料金 給 水 区 域  新料金 増減 

伊 勢 崎 地 区  

赤 堀 地 区  

東 地 区  

境 地 区  

4,515円 

6,510円 

5,670円 

4,200円 

4,725円 

210円 

▲1,785円 

▲945円 

525円 

料 金 の 計 算 例 
口径13mmで2か月に40裙使用した場合 

基本料金 
水量料金 
水量料金 
消 費 税 

　　合　計 

 
（1裙～20裙） 
（21裙～40裙） 

1,000円 
1,300円 
2,200円 
225円 

4,725円 

 
（20裙×65円） 
（20裙×110円） 

料　　金 口　径 水　　量 料金（1裃あたり） 

13mm 

20mm 

25mm 

30mm 

40mm 

50mm 

75mm 

100mm 

150mm

1,000円 

1,200円 

2,000円 

5,000円 

12,000円 

20,000円 

40,000円 

60,000円 

120,000円 

1裙～ 20裙 

21裙～ 40裙 

41裙～100裙 

101裙～ 

65円 

110円 

125円 

145円 

新 料 金 表 
水
道
料
金
は
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

3
年
間
は
旧
4
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
体
系
を
継
続
し
て
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、6
月
検
針
分
か
ら
、

左
表
の
と
お
り
統
一
し
ま
す
。

な
お
、
加
入
金
・
手
数
料
・
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

水
道
局
総
務
課
（
蕁

（30）
1
2
3
0
）

カリウムやビタミン
Ｃが豊富なジャガイ
モを、おいしくたく
さん取ることができ
る、洋風の煮物です。 

ジャガイモ ・・・・・・・・・・・・・・２６０ｇ 

ニンジン ・・・・・・・・・・・・・・・・１６０ｇ 

タマネギ ・・・・・・・・・・・・・・・・２６０ｇ 

ウインナー ・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ 

ホールコーン ・・・・・・・・・・・１００ｇ 

 

バター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ｇ 

　　顆粒コンソメ ・・・大さじ１/２ 

　　食塩 ・・・・・・・・・・・小さじ１/３ 

　　こしょう ・・・・・・・・・・・・・少々 

ドライパセリ ・・・・・・・・・・・・・・少々 

 

季節によってキノコ

やほかの野菜を加え

て作ってもおいしい

ですよ。 

笊　ジャガイモは皮をむいてさいの目に切り、
ニンジンは小さめの乱切り、タマネギはくし
形切り、ウインナーは食べやすい大きさに切る。
ホールコーンはザルにあけておく。　 
笆　鍋でバターを熱し、ウインナーをいためる。
ジャガイモ・ニンジン・タマネギを加え、全
体に火が回ったら、ひたひたの水を入れて煮る。 
笳　煮立ったら、火を弱火にしてあくを取り、
ジャガイモが柔らかくなるまで煮る。 
笘　コーンを入れ、Aで味付けをし、ドライパセ
リを散らして、できあがり。 

A
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教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
問

題
の
正
し
い
理
解
の
た
め
、「
地

区
別
人
権
学
習
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
５
地

区
の
公
民
館
で
開
催
し
、
約
４

０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
身
近
な
人
権

問
題
の
紹
介
や
人
権
ビ
デ
オ「
夢

の
約
束
」
の
視
聴
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

多
数
の
感
想
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

●
「
差
別
」
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の

行
動
、
考
え
方
を
見
直
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

●
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
大
切

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
を
今
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
前
に
、
大
人
が
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
持
た
な
け

れ
ば
、
人
権
問
題
は
な
く
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
こ
の
世
界
に
あ
ら
ゆ
る
差
別

も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
お

互
い
に
理
解
し
合
っ
て
こ
そ
、

解
決
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

●
大
人
も
子
ど
も
も
相
手
を
思

い
や
り
な
が
ら
暮
ら
せ
る
世
の

中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
人
権
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人
と
関
心
を
示
さ
な
い
人
の
差

が
激
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
人
権
は
誰
も
が
持
つ
べ
き
権

利
。
今
な
お
差
別
が
増
加
し
て

い
る
の
は
許
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。

●
人
権
問
題
の
種
類
が
意
外
に

多
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
で
種
類
も
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
の
か
な
と
感
じ

ま
し
た
。

●
人
間
と
し
て
、
心
の
つ
な
が

り
、
差
別
な
く
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。＊

　
　
　
　
＊

今
後
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

こ
れ
ら
の
学
習
会
に
参
加
い
た

だ
き
、
人
権
問
題
の
大
切
さ
を

周
り
の
皆
さ
ん
に
広
め
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
一
日
も
早
く
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
解
決
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

30

思いやり　共にはぐくみ　明るい社会（赤堀中　内田恵里加さん）

デ ィ ス ポ ー ザ 設 置 の 補 助 制 度  

●中心市街地活性化基本計画区域＝公共下水道が整備されているので、
ディスポーザをそのまま設置できます 
●浄化槽整備区域＝新たにディスポーザ対応型の浄化槽の設置が必要
です 

　　　ディスポーザ
とは、台所の排水口
の下に設置し、水と
一緒に生ごみを流し
粉砕させ、処理でき
る装置です。 

ディスポーザ普及促進対象区域 

本体価格の半額（上限2万円） 

補助額 

本市では、ディスポーザの普及促進対象地域を定め
ています。
ディスポーザを利用すると、生ごみを減らすことが

でき、いつも衛生的な台所になります。また、日ごろ
出るごみの量が減るので、ごみを出す手間を省くこと
ができます。
中でも、中心市街地活性化基本計画区域では、公共

下水道が整備されているので、生ごみは排水口から伊
勢崎浄化センターに運ばれ、グリーン電力といわれる
自然エネルギーを利用した電力になります。
地球環境にも優しいディスポーザをぜひご利用くだ

さい。
問い合わせ 下水道管理課（内線2442）または

環境政策課（内線3403）
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蜷

絣
の
多
彩
な
模
様
に
見
入
る
来
場
者

蜻

大
串
ま
ん
じ
ゅ
う
は
み
そ
を
塗
る
の
も
豪
快

蜷

大
屋
岩
雄
さ
ん

▲ 新しいだるまで今年の願掛けを

蜻

佐
藤
松
子
さ
ん 蜻

素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露

百歳の誕生日を迎えた大屋岩雄
さん（田部井町一丁目）と佐藤松
子さん（磯町）は、矢内市長の慶
祝訪問を受けました。大屋さん
の長生きの秘けつは、マイペース
に生活することだそうです。佐藤
さんは、好き嫌いなく何でもよく
食べることだと話してくれました。 

百
歳
ば
ん
ざ
い
 

１月７日、「市及び行政団体新年祝賀式」
が文化会館で開催され、区長や環境指導員、
民生児童委員などが参加しました。式典
に続いて行われたアトラクションでは、
宮郷中学校吹奏楽部の見事な演奏に、聴
衆から大きな拍手が送られていました。 

新
年
の
 

幕
開
け
を
祝
う

１月11日、「初市」が本町通り周辺
で行われ、初買いの人たちで大い
ににぎわいました。併せて開催さ
れた上州焼き饅祭や伊勢崎銘仙展
にも大勢の人が集まり、伝統の味
と作品を存分に堪能していました。 

恒例の初市がにぎやかに開催 

まん 
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蜻

素
晴
ら
し
い
妙
技
の
数
々
が
披
露

▲ 鳥居をくぐり、拝殿に向かう皆さん

▲ 服装の点検を受ける交通指導員の皆さん

▲ 快走をみせたSUBARUチーム

１月６日、「消防出初め式」
が文化会館で開催され、
本市の消防団と女性防火
クラブのメンバーによる
行進が行われました。伊
勢崎鳶職組合の皆さんに
よるはしご乗りの妙技に
は、観客から惜しみない
拍手が送られていました。 

消
防
出
初
め
式
 

とび 

１月14日、「倭文神社の
田遊び（市指定重要無形
民俗文化財）」が同神社
で行われました。この祭
事は、田植えの予祝行事
として地元の人たちに受
け継がれているものです。
参加した皆さんは笹竹を
振り神歌を歌いながら、
五穀豊穣を祈りました。 

後世に伝承すべく 
し ど り  

１月６日に「交通指導員初
点検」が文化会館で行わ
れました。交通指導員の
皆さんは、矢内市長らに
よる服装や所持品の点検
を受けた後、交通整理の
基本動作訓練を行い、地
域の交通安全を担う決意
を新たにしていました。 

交通安全を 
担う決意を新たに 

１月１日、「ニューイヤー駅伝」が開催
され、新春の上州路を37チームのト
ップランナーが駆け抜けました。第２
中継所となった市役所前には大勢
の観客が集まり、疾走するランナー
へ大きな声援を送っていました。 

駅伝日本一を目指して 

蜻

大
き
な
声
援
を
受
け
て
、
た
す
き
を
つ
な
ぐ



期
日

２
月
13
日
（
水
）
・
17
日

（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

店
舗
名

（
仮
称
）
伊
勢
崎
東
部

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
（
内

線
３
３
３
３
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

２
月
14
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

期
日

２
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
始

会
場

あ
ず
ま
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生
以

上※
４
人
１
チ
ー
ム
で
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い

※
男
女
混
同
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁
（62）
０

１
１
５
）

「
も
っ
と
知
り
合
お
う
　
も
っ

と
ふ
れ
合
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

作
品
展
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
事
業
を
行
い
ま
す
。

期
日

２
月
22
日
（
金
）
・
23
日

（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
23
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

伊
勢
崎
養
護
学
校

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
養
護
学
校

（
蕁
（25）
４
４
６
１
）

期
日

２
月
24
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

広
瀬
川
周
辺

※
ラ
ブ
リ
バ
ー
親
水
公
園
う
ぬ
き

中
央
口
駐
車
場
集
合

内
容

冬
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

防
寒
着
・
双
眼
鏡

筆
記
用
具
・
雨
具

問
い
合
わ
せ

野
鳥
の
会
の
善ぜ

ん

如に
ょ

寺じ

功こ
う

さ
ん
（
蕁
（26）
５
５
１
６
）

期
日

３
月
18
日
（
火
）
・
19
日

（
水
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
40
分

会
場

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
今

泉
町
一
丁
目
）

対
象

伊
勢
崎
佐
波
地
区
内
の
中

12

小
企
業
な
ど
が
４
月
か
ら
新
規
に

採
用
す
る
人

※
予
定
者
を
含
み
ま
す

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

内
容

職
場
の
マ
ナ
ー
・
心
構
え

な
ど
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎

知
識
を
学
び
ま
す

参
加
料

２
、
０
０
０
円
（
昼
食

代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

連
絡
の
上
、
２
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
し

伊
勢
崎
行
政
事
務
所
（
蕁
（25）
０
７

８
２
）

※
申
込
用
紙
は
伊
勢
崎
行
政
事
務

所
・
商
工
労
働
課
・
各
支
所
経
済

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

催
し 

50

「高齢化が進む中、健康で元気に過ごすため、ソフト
ボールをやりたい高齢者の仲間を募集しています」と
語るのは、68歳以上のハイシニアを対象としたソフト
ボールクラブを新しく発足させた石川良作さんです。
ハイシニアを対象としたソフトボールクラブは、こ

のクラブが本市で初めてです。石川さんは、「意識して
練習に取り組み、積極的に練習試合を組んだり、大会
に参加したりしていきたいと考えています。いずれは、
市内にたくさんのハイシニアのチームができて、大会
ができるようになるとといいですね」と目を輝かせて
語ってくれました。

（18ページを参照）

ハイシニアソフトボールクラブ代表
石川良作さん（鹿島町）

大
規
模
小
売
店
舗
の

新
規
出
店
に
伴
う
地
元
説
明
会

お

し

ゃ

べ

り

会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
49
回
伊
勢
崎
養
護
学
校
・
伊
勢
崎

佐
波
特
別
支
援
学
級
合
同
作
品
展

い

よ

う

祭

伊
勢
崎
市
民
探
鳥
会

・

伊
勢
崎
佐
波
地
区

新
入
社
員
教
養
研
修
会

献血にご協力ください
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 2月27日（水）

時間 午前9時30分～午後4時

※正午～午後１時は除きます

会場 市役所本庁

問い合わせ 社会福祉課（内線2189）



親
子
で
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日

２
月
24
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

対
象

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る

子
ど
も
や
発
達
障
害
・
知
的
障
害

の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員

10
組
程
度
（
先
着
順
）

相
談
員

社
会
福
祉
士
・
保
育
士

な
ど

参
加
料

無
料

※
無
料
で
託
児
が
利
用
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

21
日
（
木
）
の
午
後
６
時
ま
で
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

２
月
24
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
始

※
午
前
８
時
受
付
開
始

会
場

子
供
の
も
り
公
園
伊
勢
崎

※
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
は
集
合
・
出

発
場
所
に
な
り
ま
す
　

定
員

ス
ポ
ー
ツ
交
流
＝
各
１
０

０
人
、
自
然
体
験
交
流
＝
50
人

※
当
日
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す

※
食
文
化
交
流
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流

自
然
体
験
交
流
の
参
加
者
が
対
象

と
な
り
ま
す

内
容

●
ス
ポ
ー
ツ
交
流

①

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＝
八
田
織
物

染
色
工
場
煙
突
（
北
千
木
町
）

ま
で
往
復
９
㎞

②

ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
徳
江
製
糸
所

跡
（
曲
輪
町
）
ま
で
往
復
15
㎞

③

サ
イ
ク
リ
ン
グ
＝
島
村
養
蚕

家
屋
群
（
境
島
村
）
ま
で
往
復

28
㎞

●
自
然
体
験
交
流

親
子
で
野
外

体
験

●
食
文
化
交
流

安
全
な
食
材
で

作
っ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ

ま
す

参
加
料

各
１
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

学
び
あ
い
い
せ
さ

き
実
行
委
員
会
事
務
局
の
平
林
さ

ん
（
蕁
（22）
２
３
３
８
）

期
日

３
月
９
日
（
日
）

時
間

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
正
午
開
場

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

山
鹿
延
子
さ
ん（
蕁

（76）
３
５
５
１
）

13

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
体
験
・

食
文
化
の
交
流
か
ら
始
め
る

地
域
お
こ
し

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も

子

育

て

相

談

会

・

境
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

10
周
年
記
念

フ
ラ
ダ
ン
ス
発
表
会

期間 2月16日（土）から3月9日（日）まで
※月曜日は休館です
時間 午前9時～午後5時
※入館は午後4時30分まで
会場 赤堀歴史民俗資料館
内容 市が収蔵しているひな人形を展示します
入場料 無料
問い合わせ 赤堀歴史民俗資料館（蕁63－0030）

収蔵資料公開　 おひなさま展

低所得世帯に対し、1月9日（水）から3月14日（金）ま

でに購入した灯油の購入費用の一部を、1世帯5,000円を上

限に助成します。

※領収書やレシートを1度にまとめて申請してください

対象

① 65歳以上の高齢者だけで構成されている市民税非課税世

帯

② 重度の障害者（特別児童扶養手当1級、国民年金法1級、

身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ａ、精神保健福祉手帳１

級）を含む市民税非課税世帯

③ ひとり親家庭などで児童を養育している市民税非課税世

帯

④ 生活保護世帯

申請

受付期間 2月1日（金）から3月14日（金）まで

※2月は平日だけ、3月は土・日曜日も受け付けます

受付時間 午前8時30分～午後5時15分

※3月の土・日曜日は、午前9時から正午までと午後１時か

ら5時までです

用意する物

●印鑑（朱肉を使用する物）

●申請者名義の通帳（ゆうちょ銀行は除きます）

●身体障害者手帳や年金証書など、受給資格を確認できる物

（②に該当する人）

●1月9日（水）から3月14日（金）までに灯油を購入した

ことが分かる領収書やレシート

※親族などが代理で申請書を提出する場合は、身分を証明

できる運転免許証や保険証などを持参してください

※申請書は各受付会場に用意してあります

受付会場・問い合わせ ①＝高齢福祉課（内線2171）、②＝

障害福祉課（内線2163）、③＝児童家庭課（内線2134）、

④＝社会福祉課（内線2189）

※各支所福祉課でも受け付けます



期
日

２
月
９
日
・
16
日
の
土
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

あ
ず
ま
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生
以

上※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

運
動
の
で
き
る
服

装
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

８
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁
（62）
０

１
１
５
）

応
募
方
法

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

作
品
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

※
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.gen

d
er.go

.
jp
/

）
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

あ
て
先

〒
１
０
０
―
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
―
６

―
１
　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

総
務
課
「
標
語
募
集
係
」

フ
ァ
ク
ス
番
号

０
３
―
３
５
８

１
―
９
５
６
６

締
切
日

２
月
29
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ

内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
総
務
課
（
蕁
０
３
―
３
５

８
１
―
２
０
２
２
）

活
動
日

土
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

会
場

北
公
民
館

定
員

30
人
（
男
女
各
15
人
）

内
容

社
交
ダ
ン
ス
を
基
本
か
ら

学
び
ま
す

講
師

前
田
千
太
郎
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

※
３
か
月
は
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

杉
山
保
子
さ
ん（
蕁

（26）
３
７
０
３
）
ま
た
は
渡
辺
英
子

さ
ん
（
蕁
（23）
７
９
６
５
）

事
業
所
で
働
き
な
が
ら
技
能
士

補
の
資
格
が
取
れ
る
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

訓
練
科
・
訓
練
期
間

●
木
造
建
築
科
＝
３
年

●
と
び
科
　
　
＝
２
年

●
配
管
科
　
　
＝
１
年

●
機
械
加
工
科
＝
１
年

対
象

訓
練
職
種
に
関
連
す
る
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
て
、
労
働
保

険
に
加
入
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

在
職
者

定
員

各
10
人

受
講
料

年
７
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波

高
等
職
業
訓
練
校
（
蕁
（25）
７
５
６

８
）

期
日

３
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

杉
原
ビ
ル
南
側（
大
手
町
）

※
食
料
品
・
生
き
物
の
販
売
、
業

者
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん

※
出
店
者
は
20
歳
以
上
の
人
に
限

り
ま
す

募
集
区
画
数

20
区
画

※
１
人
１
区
画（
２
・
５
ｍ
×
５
ｍ
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
す

出
店
料

１
、
０
０
０
円

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
出
店
内

容
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
１
４

昭
和
町
３
９
１
９
　
伊
勢
崎
商
工

会
議
所
「
一
番
街
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
係

締
切
日

２
月
15
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
商
工
会
議

所
（
蕁
（24）
２
２
１
１
）

14

募
集 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

体
験
教
室
参
加
者
募
集

あ
か
し
や
ダ
ン
ス
会
員
募
集

伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

職

業

訓

練

生

募

集

平
成
20
年
度

男
女
共
同
参
画
週
間
の

標
語
募
集

い
せ
さ
き
一
番
街

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

心身障害者扶養共済制度は、心身障害者の将来の生

活の安定を図るため、保護者が生存中に掛金を納付す

ることにより、保護者の死亡後、残された障害者に終

身年金を支給する任意加入の相互扶助制度です。

経済状況の悪化や平均寿命の伸長などによる財政運

営の悪化を回避するため、4月1日から次のように制

度が改正されます。

年金額 改正後も1口あたり月額2万円が維持されます

※2口まで加入できます

掛金額 改正後、増額になります

※新規・追加加入者が改正前の現行掛金額の適用を

受けるには、2月19日（火）までに申請が必要です。

以後の申請は改正後の掛金額が適用されます

弔慰金・脱退一時金 改正後、増額になります

申し込み・問い合わせ 障害福祉課（内線2167）

心身障害者扶養共済制度が
改正されます

◆【場外発売】埼玉県営第6回2節（川口） 

◆【場外発売】SG第21回全日本選抜オートレース（浜松） 

◆【場外発売】船橋市営第3回2節（船橋） 

◆【場外発売】埼玉県営第7回1節（川口） 

◆【場外発売】山陽小野田市営第6回2節（山陽） 

・



カ
ー
リ
ン
グ
を
基
本
と
し
た
軽

運
動
で
す
。
年
齢
や
男
女
に
関
係

な
く
、
頭
と
体
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
ち
ま
す
。

期
日

２
月
18
日
・
25
日
の
月
曜

日
と
３
月
６
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

会
場

三
郷
公
民
館

定
員

20
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

８
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
三
郷
公
民
館
（
蕁

（23）
１
９
５
２
）

期
日

２
月
15
日
（
金
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

30
人

内
容

ス
イ
セ
ン
の
花
の
鉢
植
え

（
窓
辺
の
水
仙
）
を
作
り
ま
す

講
師

長
谷
川
良
子
さ
ん

参
加
料

１
、
５
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

８
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

期
日

２
月
23
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場

消
防
本
部

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
で
、
普
通
救
命

講
習
（
３
時
間
）
を
受
講
し
て
い

る
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

心
肺
蘇そ

生せ
い

法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
・
止
血
法
・
傷
病
者
管

理
法
・
搬
送
法
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

で
消
防
本
部
警
防
課
（
蕁
（25）
３
９

１
６
）

期
日

３
月
３
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

茂
呂
公
民
館

定
員

30
人

内
容

ス
ト
レ
ッ
チ
に
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
を
取
り
入
れ
た
、
誰
に
で
も

で
き
る
健
康
体
操
で
す

講
師

新
井
セ
キ
子
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

上
靴
・
バ
ス
タ
オ

ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

15
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

直
接
ま
た
は
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
茂
呂
公
民
館（
蕁
（25）
２
６
７
１
）

期
日

２
月
23
日
・
３
月
１
日
の

土
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

ハ
ン
グ
ル
（
朝
鮮
文
字
）

で
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
、
看

板
な
ど
を
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
韓

国
・
朝
鮮
の
歴
史
も
学
び
ま
す

講
師

清
野
秀
夫
さ
ん

参
加
料

２
４
０
円

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・
色
鉛

筆申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

８
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

15

講
座 

み
ん
な
の
カ
ー
リ
ン
グ

ユ
ニ
カ
ー
ル
入
門
教
室

楽
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

上

級

救

命

講

習

エ
コ
ア
ー
ト

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

ハ
ン
グ
ル
を
読
ん
で
み
よ
う

伊勢崎オートレースでは、本年度に本場（伊勢崎

オートレース場）で85日、場外（そのほかのオー

トレース場）で243日の開催を予定しています。

平成19年9月までに、本場で47日、場外で134

日の開催が終了しました。収支状況は、概算で右表

のとおりです。

問い合わせ 公営事業部（蕁24－5780）

平成19年度収支表（9月末現在） 

収入額 収支差引額 支 出 額 

本場開催 

場外開催 

合　計 

11,124,971,960円 

678,503,500円 

11,803,475,460円 

11,104,020,522円 

372,087,986円 

11,476,108,508円 

20,951,438円 

306,415,514円 

327,366,952円 

※猶予期間中のため、国に支払う金額は歳出に含まれていません 
※開催事業による概算のため、数値が変わることがあります 

読書の街いせさき推進事業 

期日 2月16日（土）

時間 午後2時開演（午後1時30分開場）

会場 文化会館

内容

第1部 群読「夢十夜」

作 夏目漱石

出演 冬泉響（群読集団）

第2部 朗読「鼓くらべ」～小鼓とのコラボレーション～

作 山本周五郎

出演 白川裕子さん（朗読家）

展示　●心に残る本のエッセー

●群馬の子どもに読ませたい本200選

●大人のための絵本ほか

入場料 無料

問い合わせ 生涯学習課（内線2432）



期
日

３
月
８
日
・
15
日
の
土
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

文
字
・
エ
ジ
プ
ト
古
代
文
字
・
ロ
ー

マ
字
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
使

わ
れ
て
い
る
文
字
を
、
ゲ
ー
ム
な

ど
を
通
し
て
楽
し
く
学
び
ま
す

講
師

清
野
秀
夫
さ
ん

参
加
料

２
４
０
円

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・
色
鉛

筆申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

13
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
間

２
月
18
日
（
月
）
か
ら
21

日
（
木
）
ま
で

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人
で
、
エ
ク
セ
ル
の
基

本
操
作
が
で
き
る
人

定
員

10
人

内
容

日
常
生
活
で
役
に
立
つ
、

住
所
録
の
作
成
・
あ
て
名
印
刷
・

健
康
管
理
グ
ラ
フ
（
体
重
・
血
圧

な
ど
）
の
作
成

講
師

林
佐
都
子
さ
ん

参
加
料

６
０
０
円

用
意
す
る
物

筆
記
用
具

申
し
込
み

２
月
８
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
10
時
15
分
ま
で
に
抽

選
券
を
配
布
し
ま
す
。
10
時
20
分

か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、
当

選
者
は
、
抽
選
後
に
参
加
料
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い

※
申
込
者
１
人
に
つ
き
１
席
分
の

申
し
込
み
で
す

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

２
月
22
日
・
29
日
・
３
月

７
日
の
金
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
幼

児
と
そ
の
親

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手

遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
お
や
つ
作

り
な
ど

講
師

城
田
尊た

か

子こ

さ
ん

参
加
料

３
０
０
円

※
親
子
と
も
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

14
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

３
月
３
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

講
師

井
野
文
枝
さ
ん

参
加
料

８
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

19
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

期
日

２
月
25
日
（
月
）
・
26
日

（
火
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時会
場

県
職
業
能
力
開
発
協
会（
宮

子
町
）

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

自
分
の
体
型
に
合
わ
せ
て

裏
地
付
き
の
セ
ミ
タ
イ
ト
ス
カ
ー

ト
を
作
り
ま
す

参
加
料

５
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

19
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
県
職
業

能
力
開
発
協
会（
蕁
（23）
７
７
６
１
）

16

実
用
パ
ソ
コ
ン
教
室

お
国
が
変
わ
れ
ば
文
字
も
違
う

世

界

の

文

字

入

門

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

行
事
料
理
教
室

ひ
な
ま
つ
り
の
お
寿
司
作
り

も

の

づ

く

り

教

室

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

2月16日（土）

2月17日（日）

2月23日（土）

2月24日（日）

（株）阿久津建設

（有）穂詮設備工業

（有）国定電機

小倉設備興業（株）

蕁62－1242

蕁32－0875

蕁62－0244

蕁25－2915

対象 戦没者の死亡当時の遺族で、平成17年4月1日現在、
公務扶助料や遺族年金などを受けていない人に、次の優先
順位で遺族1人に支給します
①　弔慰金受給権者
②　戦没者の子
③ 戦没者などと生計を共にしていた父母・孫・祖父母・兄
弟姉妹
④　③以外の父母・孫・祖父母・兄弟姉妹
⑤ ①から④まで以外の三親等内の親族で、戦没者などの死
亡時まで引き続き１年以上生計を共にしていた人
支給内容 額面40万円（10年償還の記名国債）
請求期限 3月31日（月）
※戦没者の死亡当時の家族状況を確認できるものがあれば
お持ちください
請求・問い合わせ
社会福祉課（内線2162）または各支所福祉課

日時 2月18日（月）午後2時開始
会場 教育研究所
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後1時40分から直接会場で
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2423）

教育委員会2月定例会 
傍聴しまし ょ う  



ｉ
タ
ワ
ー
花
の
森
保
育
所
内
に

あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
か
ら
第
一
保

育
所
内
に
移
転
し
ま
す
。
開
所
日

や
開
所
時
間
、
電
話
番
号
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

開
所
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（23）
６
４

７
１
）

妊
娠
中
の
人
と
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
と
し

た
、
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
協
賛
企
業
・
店
舗
に
こ

の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
だ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
妊
娠
中
の
人
は
、
母
子
健
康
手

帳
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童

家
庭
課
（
内
線
２
１
１
７
）
ま
た

は
各
支
所
福
祉
課

ね
ん
き
ん
特
別
便

社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年
金

番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
５
、

０
０
０
万
件
の
年
金
記
録
に
つ
い

て
、
昨
年
11
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
基
礎
年

金
番
号
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ

る
記
録
が
出
て
き
た
人
に
は
、
３

月
ま
で
の
間
に
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の

人
に
は
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

順
次
送
付
し
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
＝
４
月
か
ら
５
月

ま
で

●
現
役
加
入
者
＝
６
月
か
ら
10
月

ま
で年

金
記
録
は
、
本
人
に
よ
る
確

認
や
手
続
き
を
経
て
初
め
て
基
礎

年
金
番
号
と
結
び
つ
き
ま
す
。
手

元
に
届
い
た「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

で
、
自
分
の
記
録
に
記
載
漏
れ
や

誤
り
が
な
い
か
確
認
し
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
相
談
が
で
き
ま
す
。

①

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
趣

旨
や
目
的
に
つ
い
て

②

年
金
記
録
の
見
方
や
記
載
内

容
に
つ
い
て

③

記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合
、
そ

の
期
間
の
情
報
に
つ
い
て

④

確
認
は
が
き
の
提
出
の
案
内

や
照
会
票
の
記
入
方
法
に
つ
い

て
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

※
一
般
固
定
電
話
か
ら
は
、
市
内

通
話
料
金
で
利
用
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
５
）
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お
知
ら
せ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
移
転
し
ま
す

お
持
ち
で
す
か

ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得

キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
送
ら
れ
ま
す

年
金
記
録
の
確
認
を

第２５回 

ガーデニング 
コンテスト 
ガーデニング 
コンテスト 
ガーデニング 
コンテスト 
作 品 募 集 

3月29日（土）に開幕する花と緑の祭典「第25回全国

都市緑化ぐんまフェアinいせさき」においてガーデニング

コンテストを行います。

皆さんの個性的な作品の応募をお待ちしています。

部門 ハンギングバスケット（壁掛けタイプ）・コンテナ

ガーデン

対象 会場に作品の持ち込みができる人

募集数 各部門30点（先着順）

※各部門1人1点に限ります

作品テーマ 健康

表彰 優秀作品には、賞状および副賞を贈ります

申込方法 応募用紙に必要事項を記入の上、直接または封

書・ファクスで緑化フェア担当課へ

※応募用紙は緑化フェア担当課および各公民館、各支所

建設水道課、伊勢崎佐波生花園芸商組合に加盟している

生花店に用意してあります。専用ホームページ（http://www.

isesaki.ne.jp/ryokuka-fair/）から

もダウンロードできます

あて先 〒372－8501 今泉町二丁

目410 市役所緑化フェア担当課

ファクス番号 23－1707

申込締切日 3月7日（金）必着

問い合わせ

緑化フェア担当課（内線2711)

人権擁護委員に星
ほし

益
ます

子
こ

さん（連

取町）が平成20年1月1日付で法

務大臣から委嘱され、再任されま

した。市役所で人権に関する相談

に応じます。

問い合わせ 人権課（内2123）

人権擁護委員に星益子さんが再任

▲ 星益子さん
（連取町）
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期
日

３
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

17
日
（
日
）
以
降
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料
を
添

え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民
体

育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
10
人
以
上
で
構
成
し
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
団
体

※
平
成
20
年
度
以
降
も
継
続
し
て

利
用
す
る
団
体
は
、
登
録
の
更
新

が
必
要
で
す

※
提
出
書
類
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
・
境
運
動
施
設
管
理
事
務
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す

利
用
施
設
（
校
庭
夜
間
照
明
）

伊
勢
崎
地
区
＝
第
一
・
第
二
・
第

三
・
第
四
・
殖
蓮
・
宮
郷
中
学
校
、

境
地
区
＝
境
南
・
境
北
中
学
校

利
用
期
間

通
年

利
用
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

使
用
料

１
回
２
、
１
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

14
日
（
金
）
ま
で
に
伊
勢
崎
地
区

の
６
校
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市

民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）、

境
地
区
の
２
校
は
境
運
動
施
設
管

理
事
務
所
（
蕁
（74）
１
１
１
３
）

【
平
成
20
年
度
登
録
手
続
き
】

期
日

２
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

●
旧
伊
勢
崎
支
部
＝
市
民
体
育
館

●
旧
佐
波
支
部
＝
あ
ず
ま
公
民
館

※
平
成
19
年
度
登
録
チ
ー
ム
に
は

登
録
用
紙
を
郵
送
し
ま
す

※
新
規
に
チ
ー
ム
登
録
を
す
る
場

合
は
、
２
月
９
日
（
土
）
以
降
に

市
民
体
育
館
ま
で
登
録
用
紙
を
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い

登
録
料

●
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
＝
１
２
、
０
０
０
円

●
壮
年
・
熟
年
・
還
暦
＝
１
０
、

０
０
０
円

※
実
業
軟
式
野
球
大
会（
予
選
分
）

の
大
会
参
加
料
は
、
登
録
手
続
き

の
と
き
に
納
め
て
く
だ
さ
い
（
Ａ

＝
５
、
０
０
０
円
、
Ｂ
・
Ｃ
・
壮

年
＝
４
、
０
０
０
円
）

【
平
成
20
年
度
総
会
お
よ
び
実
業

学
童
軟
式
野
球
大
会
組
み
合
わ
せ

会
議
】

期
日

３
月
２
日
（
日
）

時
間

午
後
５
時
開
始

会
場

あ
ず
ま
ホ
ー
ル
・
あ
ず
ま

公
民
館

※
平
成
20
年
度
の
登
録
を
し
た
チ
ー

ム
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
（
会

議
終
了
後
に
組
み
合
わ
せ
抽
選
を

行
う
予
定
で
す
）

問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会
理
事

長
の
金
井
昇
さ
ん
（
蕁
（62）
０
１
６

５
）高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
お
互
い
に
楽
し

く
友
好
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

健
康
管
理
と
更
な
る
増
進
を
目
的

と
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
設
立
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
68
歳
以
上

の
男
性

※
予
備
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
65
歳

以
上
も
歓
迎
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
川

良
作
さ
ん
（
蕁
（25）
１
６
４
４
）

ス

ケ

ー

ト

教

室

ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

社
会
人
軟
式
野
球
チ
ー
ム

の
登
録

市
立
学
校
施
設

校

庭

夜

間

照

明

利

用

団

体

の

登

録

ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す

る
排
ガ
ス
・
排
水
の
中
に
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
と
呼
ば
れ
る
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
焼
却

炉
や
処
分
場
に
お
け
る
本
年
度
の

測
定
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※n
g-T
E
Q
/m

3N

は
、
温
度
が
零

度
、
圧
力
が
１
気
圧
の
と
き
の
排

ガ
ス
１
　
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
濃
度
の
単
位

※p
g-T
E
Q
/L

は
、
排
水
１
褄
中

に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

濃
度
の
単
位

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果

・

（単位：ng－TEQ/m3N） 

排　水  

測定値  

基準値  

リサイクルセンター21 
最終処分場 焼 却 施 設  あずまダストセンター 

最終処分場 

焼却炉B系 焼却炉A系 焼却炉C系 

0.00012

10

0.0011 0.00010

0.00700.017 0.018

（単位：pg－TEQ/L） 

測定値  

基準値  0.1

排ガス  

大観覧車ひまわり・ジェットコースター・メリーゴーランド・スーパーシュー
ティングライド・マジカルグライダーを午後9時まで営業し、ライトアップで園
内を演出します。
さらに、午後4時30分からは、観覧車をご利用の先着100人と、スーパーシ

ューティングライドで3万点以上得点された人にプレゼントを差し上げます。
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期
日

３
月
１
日
（
土
）

時
間

午
前
６
時
出
発
（
市
役
所

集
合
）

※
午
後
７
時
帰
着
予
定

行
き
先

万
座
温
泉
ス
キ
ー
場
（
吾

妻
郡
嬬
恋
村
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

※
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
で
き
ま
せ
ん

定
員

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
高
原
ホ
テ
ル
の
温
泉
に
入
浴
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す

参
加
料

３
、
５
０
０
円

※
リ
フ
ト
代
・
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

代
・
昼
食
代
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

14
日
（
木
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）

１
３
０
２
）

利
根
川
佐
波
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

期
間

２
月
12
日
（
火
）
か
ら
25

日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
宿
直
室
で
縦
覧

で
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
整

備
課
（
内
線
２
４
１
８
）

赤
堀
都
市
計
画
区
域
で
は
、
国

道
50
号
バ
イ
パ
ス
前
橋
笠
懸
道
路

沿
道
に
特
定
用
途
制
限
地
域
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
を

縦
覧
し
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画

課
（
内
線
２
４
３
７
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
市
内
九
州
人
会
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
１
０
、
０
０
０
円

蟋
松
本
文
子
さ
ん
（
馬
見
塚
町
）

か
ら
文
化
財
保
護
課
へ
各
種
養
蚕

道
具

蟋
伊
勢
崎
ラ
ー
ジ
ひ
ま
わ
り
か
ら

福
祉
事
業
基
金
へ
１
１
０
、
０
０

０
円

蟋
杉
原
俊
夫
さ
ん
（
曲
輪
町
）
か

ら
奨
学
資
金
基
金
へ
５
０
０
、
０

０
０
円
、
図
書
購
入
費
と
し
て
５

０
０
、
０
０
０
円

蟋
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
伊
勢

崎
支
部
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１

０
０
、
０
０
０
円

蟋
金
子
豊
さ
ん
（
大
手
町
）
か
ら

伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
ク
リ
ス
マ
ス
用

プ
レ
ゼ
ン
ト

蟋
高
橋
由
起
さ
ん
（
新
栄
町
）
か

ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
ク
リ
ス
マ
ス

用
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
３
個

蟋
赤
堀
町
農
業
協
同
組
合
か
ら
赤

堀
地
区
小
学
校
へ
図
書
78
冊

下
水
道
事
業
計
画
の
縦
覧

特
定
用
途
制
限
地
域
の
縦
覧

ス

キ

ー

教

室

本市では、社会福祉法の改正に伴い、今後の地域福祉

のあり方について「地域福祉計画」を策定します。皆さ

んの意見を聞かせてください。

※パブリックコメント手続は政策の賛否を求めるもの

ではありません

※計画案は、市ホームページ・市民情報コーナー（本

庁本館1階）・社会福祉課・各支所庶務課で閲覧できます

募集期間 2月8日（金）から3月10日（月）まで

意見を提出できる人

①　市内に在住・在勤・在学の人

② 市内に事務所・事業所を有する個人または法人、

そのほかの団体

③　本市に納税義務がある人

④ このパブリックコメント手続に係る事案に利害関

係がある人

意見の提出方法 所定の様式に、必要事項と計画案に対

する意見・理由を記入し、直接または封書、ファクス、

メールで提出してください

※所定の様式は各閲覧場所に用意してあります。市ホー

ムページからもダウンロードできます

あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所社

会福祉課

ファクス番号 26－1808

メールアドレス f-shakai@city.isesaki.lg.jp

問い合わせ 社会福祉課（内線2189）
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岸大樹さん 
（東京福祉大学社会福祉学部4年） 

限
ら
れ
た
時
間
を
大
切
に 

ま
た
、
飽
き
ず
に
楽
し
く
勉
強

で
き
る
よ
う
自
分
な
り
に
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
も
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
勉
強
に
疲
れ
た
と
き

は
、
友
達
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な

が
ら
食
事
を
し
た
り
し
て
、
う
ま

く
気
分
転
換
を
し
て
勉
強
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
旅

行
を
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
へ
出
か
け
、
共
に
過
ご
す
時
間

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
友
達
と

の
思
い
出
は
、
私
に
と
っ
て
何
も

の
に
も
変
え
ら
れ
な
い
大
切
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
へ
出

る
と
す
れ
違
い
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
積

歴
史
や
現
在
の
状
況
、
法
律
や
福

祉
が
抱
え
て
い
る
問
題
・
課
題
な

ど
、
理
解
し
に
く
い
分
野
も
時
間

を
か
け
て
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
早
い
時
期
か
ら
国
家
試

験
へ
の
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

過
去
の
問
題
に
重
点
を
置
い
た

講
義
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
を
解
い

て
い
る
と
、
解
き
方
の
コ
ツ
が
つ

か
め
て
き
て
、
何
が
正
解
な
の
か

を
見
分
け
ら
れ
る
力
が
自
然
と
身

に
つ
い
て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
の
繰
り
返
し
が
、
今
の
自
分

の
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
先
月
、
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
を
受
験
し
、
今
は
３
月

の
合
格
発
表
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
る

こ
と
は
、
以
前
か
ら
の
目
標
で

し
た
。
大
学
で
は
、
３
年
生
か

ら
国
家
試
験
対
策
講
座
が
開
か

れ
て
い
る
の
で
、
社
会
福
祉
の

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

極
的
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
い
つ

ま
で
も
仲
間
で
い
ら
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

私
は
４
月
か
ら
は
、
病
院
の
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

働
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

人
と
接
す
る
仕
事
の
た
め
、
今
も

家
族
や
友
達
と
の
心
の
交
流
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が

社
会
に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。「
あ

の
病
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
い
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
れ
た
ら
最
高
で
す
。

残
り
わ
ず
か
な
大
学
生
活
で
す

が
、
勉
強
も
し
っ
か
り
頑
張
り
、

友
達
と
の
時
間
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四ツ葉学園中等教育学校の 
コーナーを開設 

市ホームページ 

完成イメージ図完成イメージ図 完成イメージ図 

四ツ葉学園中等教育学校の 
コーナーを開設 

平成21年4月に開校する市立四ツ葉学園中等教育

学校のコーナーを市ホームページ内に開設しました。

これまでに行ってきた校名の募集や保護者説明懇談

会の情報、学校紹介パンフレットなどを掲載していま

す。今後は、学校説明会の日程や入学者の選抜方法な

どについての情報を発信していきます。

問い合わせ

教育プラン推進担当課（内線2412）

児童センターと境児童センターでは、平成20年度
の親子クラブ会員を募集します。親子で一緒に遊んだ
り、制作などを行ったりして交流しませんか。
また、会員になって、それぞれの児童センターの行

事やボランティア活動などにも参加してみませんか。

●児童センター
活動日 木曜日
定員 35組
※定員を超えた場合は
抽選です
説明会 3月6日（木）
午後1時30分開始
※本人または家族の人が必ず出席してください
●境児童センター
活動日 水曜日
定員 20組
※定員を超えた場合は抽選です
説明会 3月5日（水）午後2時開始
※本人または家族の人が必ず出席してください

＊　　　　　＊
いずれも
活動期間 4月1日から平成21年3月31日まで
時間 午前10時～11時30分
対象 市内に在住の2歳以上（4月1日現在）の幼児
とその母親
※同じ幼児・母親での継続は2年までとします
申し込み 2月9日（土）から3月2日（日）までに直
接希望する児童センターへ
※両方の児童センターに申し込むことはできません
※火曜日・祝日は休館です
問い合わせ 児童センター（蕁23－6463）

境児童センター（蕁70－6100）
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あずま図書館 

境図書館 

今月の休館日 

赤堀図書館 

伊勢崎市図書館 
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■おはなしタイム
期日 ２月９日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ、パネルシア
ターなど

■名作映画劇場
「シェーン」
期日 ２月13日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■アニメシアター
「ちびまる子ちゃん」
期日 ２月17日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「M：i：Ⅲ」（日本語吹き替え版）
期日 ２月24日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■おはなし会
期日 土曜日
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアと職員による絵
本や紙芝居の読み聞かせ

■「たんぽぽの会」の皆さんによる楽しい
工作と読み聞かせ

期日 ２月９日（土）
時間 午前11時開始
会場 境絹の館

■こども映画会

「ふたりはプリキュア　Splash
スプラッシュ

★Star
スター

～チクタク危機一髪！～」
期日 ２月23日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 突然時間が止まっちゃった！　そこ
に現れた二人の精霊、アワーズとミニッ
ツを追いかけて行くと、着いた先は時計
の郷

さと

。世界の時間を動かす精霊が住んで
いるらしいけれど…

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 ２月９日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 土曜日
時間 午前11時～11時45分

（第４土曜日は正午まで）
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

各図書館に調べ学習コーナーを設置しまし

た。調べ学習講座や調べ学習体験クイズなどを

下記の日程で行います。また、当日は調べ学習

アドバイザーがいますので、分からないことが

ありましたら、気軽にご相談ください。

●伊勢崎市・境図書館

2月17日・24日・3月2日・9日・16日の

日曜日

●赤堀図書館

3月1日の土曜日と2日・9日・16日の日曜日

●あずま図書館

2月17日・3月2日・9日・16日・23日の

日曜日

※内容は各図書館ごとに

異なります。詳しくは、

お問い合わせください

「読書の街いせさき」推進事業「小沢昭一講演

会」に合わせ、小沢昭一さんに関する本やラジ

オをテーマにした資料を展示します。

期間 2月15日（金）まで

伊勢崎市図書館
水曜日と11日（祝）と28日（館内整理日）

赤堀図書館
第1・3火曜日と29日（館内整理日）

あずま・境図書館
月曜日と29日（館内整理日）

市民プラザ図書室
第2・4火曜日
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期日 2月16日（土）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の親子
※お父さんの参加を歓迎します
内容 大きなかるたで遊びます
申し込み 開始10分前から

期日 2月16日（土）
時間 午前10時30分開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
講師 「ヴィッツ」の皆さん
申し込み 2月6日（水）から直接または
電話で

期日 2月16日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
講師 飯塚千砂さん
申し込み 直接または電話で

期間 2月18日（月）から3月3日（月）まで
時間 午前10時～午後5時30分
申し込み 各日とも時間内

期日 2月18日（月）
時間 午前10時30分～11時15分
対象 市内に在住の首の据わっている0・
1歳児とその保護者
定員 10組
※定員を超えた場合は抽選です
申し込み 2月12日（火）午前10時から
11時30分までに直接

期日 3月1日（土）
時間 午前10時開始
対象 小学生以上
定員 15人（先着順）
参加料 60円
申し込み 2月12日（火）から直接また
は電話で

●赤堀南児童館
期日 2月19日（火）
●赤堀児童館
期日 2月20日（水）
●赤堀あさひ児童館
期日 2月21日（木）

＊　　　　＊
いずれも
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
用意する物 はさみ・のり・マジックなど
申し込み 開始30分前から

期日 2月10日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20組（先着順）
※参加記念品が出ます
講師 日本スポーツ吹矢協会の皆さん
申し込み 開始10分前から

期日 2月17日（日）
時間 午後2時開始
内容 群馬の地域ヒーロー「超速戦士
Ｇ
ジー

－F I V E
ファイブ

」がやって来ます
申し込み 開始10分前から

今月の投影番組
テーマ いくつ見つかる？冬の星座
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回
※2月23日（土）・24日（日）は番組
入れ替えのためお休みします

期日 2月23日（土）
時間 午後1時30分開演
定員 80人（先着順）
申し込み 開始30分前から

期日 2月25日（月）
時間 午前10時30分開始
対象 市内に在住の平成15年4月1日～
平成18年3月31日生まれの子どもとそ
の保護者
定員 13組
※定員を超えた場合は抽選です
申し込み 2月18日（月）午前11時から
正午までに直接

スポーツ吹き矢 おひなさま作り

ダブルダッチを楽しもう

親子でリトミック

楽しいひなまつり
プラネタリウム

親子でリトミック

キャラクターショー

わいわいクラブ～けん玉遊び～

サタデーパパ
～Big

ビック

りかるた大会～

あそびの教室～おひなさま作り～

「劇団風の子東京」公演～三人よればとん・ちん・かん～



生活習慣病には、糖尿病・脳卒中・心臓病・高脂血症・高血

圧・肥満などがありますが、メタボリックシンドロームと診断

された人も生活習慣病の予備群ですので、注意が必要です。

生活習慣病の要因には、遺伝的要因のほか、生活習慣と環境

要因の蓄積などがあり、食生活や生活パターンの変化などによ

り若年化が進んでいます。

「生活習慣病なんて関係ない」と思っているあなたも、不規則

な生活やストレスによって体は少しずつ生活習慣病にむしばま

れているかもしれません。増え続ける生活習慣病ですが、定期

的な検査と生活習慣の改善などで予防することができます。

●食生活

1日3食しっかり食べましょう。野菜を

たっぷり取り、脂肪や食塩の取り過ぎに

注意しましょう。

●飲酒

週に2回の休肝日を設け、適正飲酒量を守って上手にお酒と付

き合いましょう。

〈1日の適正飲酒量〉

ビール＝中ビン1本、清酒＝1合、ワイン＝グラス2杯

●運動

筋肉が落ちると、基礎代謝が低下して太

りやすくなるため、小まめに体を動かしま

しょう。

●休養

強いストレスやストレスを受け続けると

自律神経や内分泌のバランスを崩します。

体を休めることも大切です。

●喫煙

たばこは、やめるのが一番です。ぜひ

禁煙をしましょう。

●健康診断を受ける

健診結果を見直して、現在の自分の健

康状態や問題点を把握しましょう。

【健康川柳紹介】

バイキング　腹も身のうち　歳に聞き
（山王町　石原学さん）
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期
日

３
月
４
日
・
18
日
の
火
曜
日

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

境
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

定
員

20
組
程
度
（
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
の

会
場
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」
・
先
輩
マ
マ

と
の
交
流

用
意
す
る
物

１
日
目
＝
バ
ス
タ

オ
ル
・
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用

具
は
毎
回

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

境
保

健
セ
ン
タ
ー

母
乳
が
足
り
て
い
る
か
、
ほ
乳

量
を
量
り
た
い
、
卒
乳
し
た
い
な

ど
、
母
乳
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

に
助
産
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日

２
月
29
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

保
健
師
・
助
産
師
が
家
庭
を
訪

問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や

発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談
の

ほ
か
、
お
母
さ
ん
の
体
の
相
談
な

ど
を
受
け
ま
す
。

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
し
た
人
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
場
所

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
子

※
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

中
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

も
受
け
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

・

母

乳

相

談

両

親

学

級

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

新
生
児
の
訪
問
相
談

生活習慣病予防 
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休日当番接骨院
●2月10日（日）

●2月11日（祝）

●2月17日（日）

●2月24日（日）

●3月 2日（日）

おのづか接骨院
塩谷接骨院
なんの接骨院
佐藤接骨院
根岸接骨院
関口接骨院
ねぎし接骨院
永井接骨院
ひなた接骨院
栗原接骨院

蕁23－1139
蕁76－4690
蕁50－1117
蕁62－5534
蕁25－4396
蕁74－2859
蕁22－2350
蕁63－4788
蕁24－1709
蕁65－4368
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冷たい北風が吹く中、
若さと熱気にあふれた成
人式を取材。一眼レフの
デジタルカメラのファイ
ンダー越しに新成人を見
ていたら、大雪に見舞わ
れた自分の成人式を思い
出しました。
まだデジタルカメラが

主流ではなかった時代で
したので、使い捨てカメ
ラをたくさん持って行っ
た覚えがあります。雪景
色の中、着物のすそをた
くし上げていたり、長靴
だったりした同級生との
写真。久しぶりに見てみ
ようと思いました。（圭）

36

力を合わせて腕比べ（境西中学校）

秋の田の～」上の句が読まれると「はい！」という
元気のいい声が、体育館のあちこちから聞こえて

きます。境西中学校では、みんなで協力しながら競技し、
友達との団結力を高めることを目的とした生徒会主催の
「百人一首大会」が、毎年行われています。
班に分かれて席につくと、生徒たちは真剣な表情に。

１枚読まれるたび、一喜一憂を繰り返しながら、勝敗が
決まっていきます。参加した生徒は「和歌を覚えるのは
大変でしたが、同級生と目標に向かって練習できたので
楽しかったです」と笑顔で語ってくれました。

スイセンは「ヒガンバナ科スイセン属」の多年
草で、スイセン属に含まれるものを総称してスイ
センと呼んでいます。冬から春にかけて咲くため、
四季の花の「冬の花」に選定されました。
鉢植えや庭先などで栽培され、多くの市民に親

しまれています。境花公園では3月中旬から4月
にかけて5万本のスイセンが咲き誇ります。

問い合わせ 地域振興課（内線2443）

市の花には、スイセン・ツツジ・サルビア・キクの4つの花が選定されました。この4つの
花には、１年を通じて本市が花で飾られるよう「四季の花」という思いが込められています。

「


